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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞
・新型コロナウイスルに対する環境の消毒、利用者様対応の詳細を青陽館2階の相談室に
　用紙を置くので確認して対応の事。＊不明点は鳥谷部まで。

・デイケア保険の継続・新規について利用者様に案内中。不明点は鳥谷部まで。
・庶務より連絡あり。

手指消毒液は、在庫が無い状態で、入荷してもポンプはつかない為、ポンプは廃棄せずにそのまま再利用すること。
・4月20日（月）に予定していた春の会は、新型コロナウイルス感染症が全国で拡大している為、今回はやむなく中止とする。
※ご不明な点などあれば、行事運営委員会へ問い合わせること。
・4月30日（木）に部署懇談会実施予定。

・青陽館にて作業療法士の学生が実習予定。
　期間→4月13日（月）から8週間。
＜青陽館での新型コロナウィルス対応＞
①発熱症状（37.5℃以上）があり、電話で来所について相談の場合
　⇒八戸市保健所（帰国者・接触者相談センター：0178-43-9271・43-9184）に電話して、症状を伝え、対応方法について相談し、併せてデイケアを利用していることも伝え、受診する医療機関の指示を受ける。デイケアを利用してよいかも確認する。
　⇒相談結果について、再度連絡をするように伝える。受診した場合には、受診結果についても連絡するように伝える。
②来所後、発熱を確認した場合
　⇒すぐに帰れる場合には、浴室側の非常口を利用し帰宅していただく。帰宅後は、すぐにデイケアへ連絡をいただく。また、その際には再度症状を聴取し、体調確認を行う。
⇒交通事情などにより、すぐに帰れない場合には、浴室（脱衣所）に誘導し、時間まで待機してもらい、帰宅時は上記と同様の対応とする。
⇒本人が帰った後、すぐに本人が通った場所・使用した場所を消毒する。
⇒関係各部署・各機関に連絡を入れる。
＊不要・不急の外出、特に県外へは外出しない。
＊マスクの着用を徹底するように。マスクの在庫がない為通所利用者様分を作ることも検討中。

＜利用者様情報＞

デイケア
・山本　真智子様～本人より電話連絡あり。数日前より幻聴が強く聞かれており、睡眠不足になっているとのこと。今週は仕事も欠勤し、自宅で休養していた様子。両親や就労先スタッフには不調を来たしていることは伝えているとのこと。本日も、不調が続いている為外出が難しいとのことでデイケア欠席となる。
・田名部　一樹様～本人より電話があり、新型コロナウイルス感染が怖い為しばらくデイケアを休むと話している。生活状況を確認すると就労は継続しており、外出もしているとの事でデイケアのみでなく、感染のリスクはある事を伝え、マスクなどで自身の身を守る必要があると伝える。家族が公共のバス利用が感染リスクが高いと話しており、4月いっぱいはデイケアを欠席すると話し、終話している。
･竹谷　龍道様　～母様より電話連絡あり。昨日、本人が体験利用を実施する予定で通所したが、緊張感が強く、すぐに帰宅したことについて謝罪の言葉を述べている。来週、外来受診予定であるため、その際に再度デイケアの利用について主治医に相談すると話し、終話している。
・田村　義之様　～西病棟看護師より情報提供がある。現在西病棟入院中の幻覚妄想状態　78歳　男性。最近、介護認定を受けて要介護1の結果だが、身体機能は高く、身体を動かす事や作業療法を好んでおり、退院後もこれらを継続していきたいと希望がある。5月中旬頃に退院予定であり、病棟側で家族調整後、今後デイケアの見学日時を決定する事としている。

デイナイトケア
・奥山　以依子様～青風荘より情報提供あり。昨日帰荘後も認知症に関しての話題が聞かれており、20：00頃スタッフに対し「訪問看護五福に問い合わせをしたいので電話を使用させてください」と発言が聞かれたとのこと。スタッフより、奥山様は認知症では無く、訪問看護を利用する必要が無いことを伝えると、「今日青陽館のスタッフにも同じことを言われました、大丈夫なら良いです、分かりました」と笑顔で返答があったとのこと。その後認知症に関しての訴えは聞かれていないとのこと。
・鈴木　真知子様～青風荘より情報提供あり。今朝で排便-5日、腹部膨満感や不快感等の訴えは現在聞かれていないとのこと。本日デイナイトケアでの排便状況や体調の観察依頼を受けている。

ショートケア
特記無し。
＜外来患者様＞
・駒木　洋司様：最近の様子としては躁状態の再燃なく落ち着いて経過している。食事や睡眠も良好。特に気になっていることはない、と。 採血結果説明。処方継続。

・中村　与一郎様：最近の様子としては、やや落ち着きない様子や不眠があるという。父親が亡くなったことで叔父がGHの保証人になってくれているが、その人が亡くなったらどうなるんだろう、などと話す。眼圧は改善したとのことで、今後定期的なフォローを行うという。HPD3→off不眠に対しロゼレムを追加。頓服は本人の希望でルネスタ1mgに戻す。

・成田　早希様：最近の様子としては、特に不調はないようであるが、聞き取りが難しくなった、ということがある。周囲が騒がしいときや複数で会話をしているときなどに、音としては聞きとれていても言葉として入ってこない、ということがある。理解力に問題があるわけではないと思われるが、注意力が散漫になることが考えられる。ただ、音楽を聴いている時でも、音量が大きくないと聴こえない、ともいう。本日、耳鼻科受診する予定であるという。仕事自体では、気分が一度、落ち込む事が4月に入ってからあったらしい。食欲も出ない時が増えてきた感じがあるという。ベルメゾンでの仕事は外された、といい、南部山の方の職場で、店のトレイを洗ったりする仕事を週3回やっている。5月からはまた変わる可能性がある。

・夏堀　麗紗様：　　最近の様子としては、ハローワークから情報があったように、就労支援A型への移行は容易ではない状況であるようだ。経済的な方面で考えてみて、障害年金も考慮しているところである。あるいは一般就労の障害者枠の方もいずれ行って行きたいと思っている。気分面では特に抑うつなどはないと思われる。夜間の睡眠はとれている。貧血症状もなかった
